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《研究室紹介》
土　壌　学　研　究　室
竹　迫 紘
　土壌は地球の最表面にあって自然環境や生態系を構成する基盤であるとともに，それ自体が環
境によって形成される自然体であり，その断面に地表環境や人為作用の影響の歴史的変遷が刻印
されている。また，土壌を構成する粘土鉱物や腐植物質が無機・有機物質を吸着・遊離し，さら
に，孔隙が水をろ過・保持する性質を有することから，環境浄化機能や植物生産機能を持ってい
る。そのような物質を研究対象とする土壌学（Soil　Science）は，土壌断面形態や土壌型の地理
的分布，その理化学的性質から，土壌の生成過程すなわち過去から現在に至る地表環境や人為的
影響の歴史的変遷を解明する分野，土壌の有機・無機成分の特性と機能を解明する分野，農林業
を対象とする植物生産機能を解明する分野などの研究分野から構成され，前二者を基礎土壌学
（Pedology），後者を応用土壌学（Edaphology）と概念的に区分している。
　日本の土壌学は，従来，農作物の生産性向上のために応用土壌学の分野が発展してきたが，近
年，生態学および関連科学との学際的研究の発展や，砂漠化などの地球環境問題への対応から基
礎土壌学の分野が著しく発展しているほか，生化学，生態学的視点から土壌微生物分野の研究が
盛んである。
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　当研究室では本学部が，1）富士・箱根火山を噴出源とする関東ローム層上に位置すること，
2）大都市域にあることなどの立地条件を生かした研究を目指し，以下のようなテーマで研究を
行っている。
　（1）関東ローム層および黒ボク土壌の生成環境に関する研究
　関東ローム層は約40万年前から降下・堆積した火山灰が風化したもので，風化環境により，
累積する各層位の理化学的性質に相違が生じているものと考えられる。したがって各層位の理化
学性から過去の気候や植生などの自然環境を復元する研究や，また，地理や地形的相違により同
一火山灰から断面形態や理化学性の異なる黒ボク土壌が生成しているが，その要因解析にf関する
研究などを実施している。
　（2）都市周辺の雑木林土壌の特性に関する研究
　「東京砂漠」という言葉があるように，大都市はコンクリートに被覆され，微気象の変化さえ
生じている。このような都市環境の中に，雑木林や緑地公園が残され，公益的機能を有する貴重
な緑の空間として存在している。武蔵野台地の雑木林土壌は人為的影響を受けてはいるが，自然
の生態系として約300年の歴史を持ち，近傍の農耕地の理化学性の変化の基準としての役割を持
っている。都市各地の雑木林土壌とその近傍の耕地土壌を比較することにより，土壌への人為イ
ンパクトの影響などの研究を実施している。
　（3）考古土壌に関する研究
　気候変化，洪水の発生など遺跡の立地環境の変遷を，遺跡の立地および包含土壌を分析するこ
とにより明らかにする研究や，遺跡住居面の無機元素の分析により人間生活環境における元素の
蓄積に関する研究などを実施している。
　（4）土壌中の有機・無機構成物の機能に関する研究
　土壌中のイオンの動態を規制する腐植物質や粘土鉱物を抽出・分離し，IRやガスクロ，　X線
回析などによりその組成を，キレート生成能などによりその機能を解析する研究を実施してい
る。
　（5）土壌溶液組成の動態
　耕地，非耕地など立地環境や土地利用の異なる土壌溶液中の陽イオン，陰イオソの濃度動態を
分析し，作物への合理的施肥や環境における無機元素の動態を解析する研究を進めている。
　なお土壌学の基本は野外環境科学であり，特に土壌断面調査は土壌学研究の基礎であるため，
東京農工大学，日本大学の土壌学関係研究室と合同の土壌調査法研修会を各大学の農場，演習林
等で実施し，各自が習得できるように努めている。また，電子線マイクロアナライザー7蛍光
X線分析装置，イオンクロマト，高速液グロ，ガスクロ，フローインジェクショソ等の機器分
析装置を有し，その分析技術とデータの解析法の習得にも努めている。
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